
元

２
隊
員
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も

日 福井大

映画上映会

市
内
エ
ス
テ
店

福
祉
施
設
で
奉
仕

江
端
町

大
西

博
子
さ
ん

年
ほ
ど
前
か
ら
、
民
踊
サ
ー
ク
ル
に
入
り
活
動

し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
清
明
地
区
の
文
化
祭
で
発
表

す
る
の
で
、
月
３
回
ほ
ど
集
ま
っ
て
練
習
し
て
い
ま

す
。
体
を
動
か
す
の
は
楽
し
い
し
、
健
康
の
た
め
に

も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
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⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
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⇔
⇔
⇔
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⇔
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⇔
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⇔
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⇔
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⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

の
青
年
海
外
協
力
隊
を
題
材
に

し
た
映
画
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」

の
上
映
会
と
、
元
隊
員
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
が

日
午
後
１
時
半

か
ら
、
福
井
市
の
福
井
大
文
京

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
る
。
入

場
無
料
。

県
青
年
海
外
協
力
隊
等
を
支

援
す
る
会
な
ど
が
企
画
。
映
画

は
、
同
隊
創
設

周
年
を
記
念

し
、
人
気
グ
ル
ー
プ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

Ｅ
（
エ
グ
ザ
イ
ル
）
の
黒
木
啓

司
さ
ん
の
主
演
で
、
昨
年
公
開

さ
れ
た
。

映
画
上
映
後
の
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
は

福
井
か
ら
国
際
協
力
を
考

え
る

と
題
し
て

帰
国
し
た
隊

員
２
人
が
活
動
体
験
を
披
露
す

る
。
午
後
４
時
ご
ろ
終
了
予
定
。

問
い
合
わ
せ
は
同
支
援
す
る

会
の
奥
村
さ
ん
‖
☎
０
７
７
６

（
２
６
）
０
５
５
４
。

（
渡
辺
一
誠
）

鏟
鏟
鏟
鏟
鏟
鏟
鏟
鏟
鏟
鏟
鏟
鏟
鏟
鏟
鏟
鏟 鏞鏞鏞鏞鏞
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⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
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⇔
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⇔
⇔
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⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
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福
井
震
災
の
記
録

復
興
の
歩
み
紹
介

県
立
歴
博
で
写
真
展

１
９
４
８
年
の
福
井
地
震

で
壊
滅
状
態
に
な
っ
た
福
井

市
の
被
害
状
況
や
復
興
の
歩

み
を
紹
介
す
る
写
真
展
「
福

井
震
災
の
記
録

が
２
日

同

市
の
県
立
歴
史
博
物
館
で
始

ま
っ
た
‖
写
真
。

日
ま
で
。

展
示
し
て
い
る
の
は
、
福

井
に
駐
在
し
た
米
国
軍
人
が

撮
影
し
、
２
０
０
１
年
に
同

館
に
寄
贈
し
た
も
の
の
一
部

で
、

枚
を
時
系
列
に
並
べ

た
。
地
震
後
の
火
災
で
家
屋

や
商
店
の
多
く
が
焼
失
し
た

様
子
や
、
道
端
で
バ
ケ
ツ
や

鍋
を
売
り
買
い
し
な
が
ら
生

活
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
人

々
の
た
く
ま
し
い
姿
を
写
し

て
い
る
。

撮
影
場
所
を
示
し
た
地
図

も
設
置
。
訪
れ
た
人
は
、
再

開
発
が
進
む
現
在
の
Ｊ
Ｒ
福

井
駅
周
辺
の
街
並
み
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
、
当
時
の
被

害
の
す
さ
ま
じ
さ
に
見
入
っ

て
い
た
。

学
芸
員
の
瓜
生
由
起
さ
ん

は
「
終
戦
後
の
混
乱
時
の
震

災
か
ら
復
興
し
て
き
た
、
先

人
の
努
力
に
思
い
を
は
せ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

（
岩
﨑
由
莉
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

元

日

本

代

表

枩
田
さ
ん
●◎

蒲生
◇◆

講
演
越廼小

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
元
日
本
代

表
の
枩ま

つ

田た

優
介
さ
ん

と
、
魚
販
売
店
・
レ
ス
ト
ラ

ン
経
営
の
兄
、
卓
也
さ
ん

‖
と
も
に
福
井
市
蒲

生
町
‖
が
７
日
、
出
身
校

の
同
市
越
廼
小
で
講
演
し
、

３
〜
６
年
生

人
に
夢
の

か
な
え
方
を
伝
授
し
た
。

優
介
さ
ん
は
「
目
標
に
つ

い
て
考
え
る
だ
け
で
な
く

行
動
し
、
絶
対
に
達
成
す

る
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち

続
け
る
こ
と
が
大
事
」
と
語

っ
た
。

同
校
が
昨
年
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

一
環
と
し
て
開
い
た
。

優
介
さ
ん
は
昨
年
、
現
役

を
引
退
し
生
ま
れ
育
っ
た

越
廼
地
区
に
Ｕ
タ
ー
ン
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
選
手
時

代
に
は
、
チ
ー
ム
で
日
本

一
と
い
う
目
標
を
掲
げ
達

成
し
た
こ
と
を
挙
げ
「
目

標
達
成
の
た
め
に
技
術
や

戦
術
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
立
て
、

一
つ
ず
つ
や
り
遂
げ
る
こ

と
で
自
信
に
つ
な
が
っ
て

い
く
」
と
経
験
を
交
え
語
っ

た
。一

方
、
プ
ロ
野
球
選
手
を

目
指
し
て
い
た
と
い
う
兄
の

卓
也
さ
ん
は
「
夢
は
か
な
わ

な
か
っ
た
が
、
チ
ー
ム
メ
ー

ト
や
監
督
と
の
出
会
い
な
ど

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た

こ
と
は
無
駄
に
な
っ
て
い
な

い
。
失
敗
し
て
も
い
い
か
ら

挑
戦
し
て
ほ
し
い
」
と
力
を

込
め
た
。

講
演
後
に
は
優
介
さ
ん
が

鋭
い
ア
タ
ッ
ク
を
披
露
。
児

童
は
速
さ
や
強
さ
に
驚
い
て

い
た
。
２
０
０
９
年
の
ワ
ー

ル
ド
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
ズ
カ
ッ
プ
３
位
な
ど

個

の
メ
ダ
ル
も
用
意
さ
れ
、
児

童
は
首
に
か
け
た
り
触
っ
た

り
し
て
歓
声
を
上
げ
て
い

た
。漫

画
家
に
な
る
夢
が
あ
る

と
い
う
丹
羽
杏
佳
莉
さ
ん

（
６
年
）
は
「
こ
れ
か
ら
た

く
さ
ん
絵
を
描
い
て
あ
き
ら

め
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

（
嶋
本
沙
織
）

福
井
市
の
第
三
セ
ク
タ
ー
ま
ち
づ
く
り
福
井
は
、
同
市
の

ハ
ピ
リ
ン
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
直
後
の
４
月

日
か
ら
５

月
７
日
の
９
日
間
に
、
ハ
ピ
リ
ン
を
訪
れ
た
千
人
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ま
と
め
た
。
ハ
ピ
リ
ン
な
ど
が
整
備
さ

れ
た
エ
キ
マ
エ
に
つ
い
て
、
約
９
割
が
好
印
象
を
持
っ
た
。

ハ
ピ
リ
ン
以
外
の
訪
問
先
は
西
武
福
井
店
な
ど
複
合
店
舗
が

上
位
を
占
め
、
周
辺
商
店
街
へ
の
訪
問
は
少
な
く
、
回
遊
性

向
上
と
い
う
課
題
が
あ
ら
た
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

（
川
上
桂
）

ま
ち
づ
く
り
福
井

回
遊
性
は
課
題

夢
の
か
な
え
方
に
つ
い

て
語
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

元
日
本
代
表
の
枩
田
優

介
さ
ん

左

と
兄
の
卓

也
さ
ん
‖
７
日

福
井

市
越
廼
小

厘厘厘厘厘厘厘厘厘厘 緑

林
林
林
林
林
林
林
林
林

衣
料

雑
貨
充
実
望
む
声

交
通
手
段
を
み
る
と
、
オ

ー
プ
ン
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
と
重
な
る
な
ど
混
雑
が

予
想
さ
れ
た
た
め
、
単
純
な

比
較
は
で
き
な
い
が
、
自
家

用
車
で
訪
れ
た
の
は

・
０

％
。
２
０
０
９
年
に
中
心
市

街
地
を
訪
れ
た
人
に
行
っ
た

調
査
と
比
べ

・
９
㌽
減
っ

た
。
公
共
交
通
で
の
訪
問
は

約
４
倍
増
の

・
８
％
。
駅

前
の
印
象
に
つ
い
て
「
か
な

り
良
く
な
っ
た
」
が

・
０

％
、
「
少
し
良
く
な
っ
た
」

が

・
０
％
だ
っ
た
。

ハ
ピ
リ
ン
を
訪
れ
た
理
由

は
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に

合
わ
せ
て
開
か
れ
た
催
し
が

・
４
％
と
１
位
。
次
い
で

１
、
２
階
の
商
業
施
設
訪
問

が

・
０
％
だ
っ
た
。

施
設
の
評
価
で
は
、
ハ
ピ

テ
ラ
ス
に
つ
い
て
は

・
３

％
、
商
業
施
設
に
つ
い
て
は

・
０
％
が
「
大
変
良
い
」

「
良
い
」
と
回
答
し
た
。

ハ
ピ
リ
ン
以
外
に
、
駅
前

の
ど
こ
か
に
「
行
く
」
と
回

答
し
た
の
は

・
７
％
。
訪

問
先
（
複
数
回
答
）
は
西
武

福
井
店
が

・
６
％
、
同
店

新
館
が

・
１
％
、
ア
オ
ッ

サ
が

・
７
％
、
プ
リ
ズ
ム

福
井
が

・
９
％
と
、
複
合

店
舗
が
上
位
を
占
め
た
。
商

店
街
で
は
「
駅
前
電
車
通
り

の
店
舗
」
が
８
・
７
％
と
最

も
多
か
っ
た
。

「
こ
れ
か
ら
望
む
こ
と
」

で
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
生

活
雑
貨
の
店
舗
を
求
め
る
声

が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
施

設
に
関
し
て
は
「
駐
車
場
が

少
な
い
」
「
駐
車
料
金
が
高

い
」
な
ど
、
駐
車
場
に
関
す

る
声
が
最
多
だ
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
福
井
は
「
回

遊
性
向
上
の
た
め
の
仕
掛
け

が
必
要
。
に
ぎ
わ
い
イ
ベ
ン

ト
も
継
続
的
に
開
い
て
い
き

た
い
」
と
し
て
い
る
。

手のマッサージを受け 笑顔を見せる女性＝
６日 福井市市波町の福井美山荘

福
井
市
の
「
ク
ー
ル
エ
ス

テ
テ
ィ
ッ
ク
福
井
店
」
の
エ

ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン

人
が
６

日
、
同
市
市
波
町
の
障
害
者

支
援
施
設
「
福
井
美
山
荘
」

を
訪
れ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
よ

る
社
会
奉
仕
活
動
を
し
た
。

入
所
者
約

人
が
手
を
ほ
ぐ

す
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
、「
気

持
ち
が
い
い
ね
」
と
笑
顔
を

見
せ
た
。

エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
は
入

所
者
の
手
に
専
用
の
オ
イ
ル

を
塗
り
、
手
の
甲
か
ら
指
先

ま
で
を
丁
寧
に
マ
ッ
サ
ー
ジ

し
た
。「
痛
く
な
い
で
す
か
」

と
声
を
か
け
な
が
ら
、
つ
ぼ

を
刺
激
し
硬
く
な
っ
た
関
節

を
ほ
ぐ
し
て
い
っ
た
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た
佐

々

木

敦

子

さ

ん

は

「
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
す
ね
」

と
満
足
げ
な
様
子
で
話
し

た
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
中
、
入
所

者
は
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン

の
女
性
と
美
容
・
健
康
や
家

族
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
て

い
た
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
た
河
原

千
恵
子
さ
ん

は
「
安
心

し
た
気
持
ち
で
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
受
け
て
も
ら
え
る
よ

う
、
お
声
を
か
け
る
こ
と

を
意
識
し
て
い
る
」
と
話
し

た
。エ

ス
テ
事
業
を
展
開
す
る

ク
ー
ル
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
グ

ル
ー
プ
で
は
、
毎
年
こ
の
時

期
に
社
会
貢
献
の
一
環
と
し

て
訪
問
エ
ス
テ
や
美
化
清
掃

を
し
て
い
る
。
県
内
で
は
鯖

江
店
が
同
日
、
店
舗
近
隣
の

清
掃
活
動
を
し
た
。

（
岩
﨑
由
莉
）
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⇔
⇔
⇔
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⇔
⇔

鶉
地
区
内
外
の
バ
ン
ド

が

熱
い
演
奏
を
繰
り
広

げ
た
水
無
月
音
楽
祭
り
‖

５
日

福
井
市
小
野
町

住
民
手
作
り
音
楽
祭

12
組
が
熱
い
ラ
イ
ブ

鶉
地
区

福
井
市
鶉
地
区
の
住
民
有

志
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
「
水み

無な

月づ
き

音
楽
祭
り
」
が
５
日
、
同

市
小
野
町
の
特
設
会
場
で
開

か
れ
た
。
地
区
内
外
の
ア
マ

チ
ュ
ア
バ
ン
ド
や
ダ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
計

組
が
出
演
し
、

夕
方
ま
で
熱
い
ラ
イ
ブ
を
繰

り
広
げ
た
。

音
楽
を
通
じ
て
世
代
間
の

交
流
を
進
め
よ
う
と
、
地
区

の
青
壮
年
有
志
グ
ル
ー
プ

「
鶉

う
ず
ら

和
や
わ
ぎ

会
」
が
企
画
し
、

今
年
で
４
回
目
。

小
野
町
の
貸
し
ス
タ
ジ
オ

「
と
ら
ち
ゃ
ん
ス
タ
ジ
オ
」

横
に
設
け
ら
れ
た
特
設
会
場

に
、
ロ
ッ
ク
や
ポ
ッ
プ
ス
な

ど
の
バ
ン
ド
が
次
々
と
登

場
。
新
緑
の
山
や
田
植
え
直

後
の
水
田
に
囲
ま
れ
た
一
帯

に
、
重
厚
な
音
色
を
響
き
渡

ら
せ
た
。

地
元
婦
人
会
な
ど
の
協
力

で
、
露
店
も
設
け
ら
れ
た
。

ジ
ュ
ー
ス
や
酒
を
片
手
に
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一
緒

に
盛
り
上
が
り
、
１
曲
ご
と

に
歓
声
を
響
か
せ
た
。

（
坂
下
享
）
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⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
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⇔
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⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
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⇔

特殊詐欺防ぎ感謝状

感謝状を受け取る福井足羽郵便局の
米倉局長‖７日 福井南署

福
井
南
署
が
足
羽
郵
便
局
に

風
景
や
動
物
な
ど
多
彩
な

水
墨
画
が
並
ぶ
作
品
展
‖

７
日

福
井
市
の
県
済
生

会
病
院

林
林
林
林
林
林
林
林

特
殊
詐
欺
被
害
を
未
然
に

防
い
だ
と
し
て
福
井
南
署
は

７
日
、
福
井
足
羽
郵
便
局
の

米
倉
啓
子
局
長

に
感
謝

状
を
贈
っ
た
。

米
倉
局
長
は
今
年
３
月
、

日
頃
か
ら
利
用
が
あ
っ
た
福

井
市
内
の

代
の
女
性
か
ら

「
昼
ご
ろ
に
１
６
０
万
円
を

下
ろ
し
に
行
く
」
と
の
電
話

を
受
け
不
審
に
思
い
、
社
員

と
情
報
を
共
有
。
女
性
が
郵

便
局
を
訪
れ
た
際
、
社
員
が

事
情
を
聴
く
と
、
女
性
は
自

宅
に
息
子
を
語
る
男
か
ら

「
会
社
の
重
要
書
類
と
通

帳
を
無
く
し
た
。
１
６
０
万

円
を
補ほ

塡て
ん

し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
電
話
を
受
け
た
と

い
う
。
米
倉
局
長
ら
が
女

性
を
説
得
し
、
警
察
に
も
通

報
し
た
。

江
戸
義
朗
署
長
か
ら
感
謝

状
を
受
け
取
っ
た
米
倉
局
長

は
「
客
と
の
対
話
や
社
員
同

士
の
情
報
共
有
を
心
掛
け
て

い
る
。
顧
客
に
は
お
年
寄
り

が
多
く
、
今
後
も
社
員
が
連

携
し
て
被
害
防
止
に
努
め
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

同
郵
便
局
で
は
２
０
１

４
、

年
に
も
特
殊
詐
欺

被
害
を
未
然
に
防
い
だ
と

し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
て

い
る
。

（
嶋
本
沙
織
）

林
林
林
林
林
林
林
林

カ
イ
ヤ
ナ
イ
ト
を
使
っ
た

ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
が
並

ぶ
会
場
‖
７
日

福
井
市

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
風
遊
舎

青
い
宝
石
用
い
た

ア
ク
セ
サ
リ
ー
展

ギ
ャ
ラ
リ
ー
風
遊
舎

彫
金
作
家
・
増
田
ゆ
う
こ

さ
ん
（
三
重
県
伊
賀
市
）
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
品
を
並
べ

た
展
示
会
（
福
井
新
聞
社
後

援
）
が
７
日
、
福
井
市
三
郎

丸
２
丁
目
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
風

遊
舎
で
始
ま
っ
た
。

日
ま

で
。増

田
さ
ん
は
２
０
１
１
年

か
ら
、
ネ
パ
ー
ル
で
産
出
さ

れ
る
青
い
宝
石
「
カ
イ
ヤ
ナ

イ
ト
」
を
用
い
た
ア
ク
セ
サ

リ
ー
作
り
を
手
掛
け
て
お

り
、
今
回
は
指
輪
や
ネ
ッ
ク

レ
ス
な
ど
約
１
３
０
点
を
並

べ
た
。

宝
石
を
囲
む
銀
の
部
分

の
デ
ザ
イ
ン
は
、
光
や
チ
ョ

ウ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
来
場
し

た
増
田
さ
ん
は
「
カ
イ
ヤ
ナ

イ
ト
は
一
つ
一
つ
の
色
味

が
異
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
感
じ
取
っ
て
デ
ザ
イ

ン
を
決
め
た
」
と
話
し
て
い

た
。会

場
で
は
、
ア
ク
セ
サ
リ

ー
を
生
か
す
た
め
の
夏
ら
し

い
ブ
ラ
ウ
ス
な
ど
衣
料
品
約

２
０
０
点
も
展
示
し
て
い

る
。

（
桂
知
之
）
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季
節
感
じ
る
水
墨
画

教
室
生
が
15
点
披
露

県
済
生
会
病
院

県
内
の
水
墨
画
グ
ル
ー
プ

「
墨
映
会
」
の
作
品
展
（
福

井
新
聞
社
後
援
）
が
７
日
、

福
井
市
の
県
済
生
会
病
院

で
始
ま
っ
た
。
季
節
を
感
じ

さ
せ
る
風
景
や
動
物
、
古
民

家
な
ど
を
描
い
た
作
品

点
が
並
ん
で
い
る
。

日

ま
で
。

同
会
は

〜

代
の
男
女

で
つ
く
っ
て
い
る
。
教
室
は

県
内
４
カ
所
に
あ
り
、
月
２

回
、
講
師
に
同
市
の
水
墨
画

家
山
腰
民
仙
さ
ん
を
招
い
て

勉
強
会
を
開
い
て
い
る
。
今

回
は
同
市
の
和
田
、
酒
生
両

公
民
館
の
教
室
で
活
動
す
る

人
が
出
品
し
た
。

足
羽
川
の
河
原
を
描
い
た

作
品
は
、
墨
一
色
の
風
景
の

中
に
、
菜
の
花
を
黄
色
の
顔

彩
で
描
き
鮮
や
か
さ
を
際
立

た
せ
て
い
る
。
他
に
も
古
民

家
や
残
雪
の
山
、
屋
根
に
た

た
ず
む
ネ
コ
を
描
い
た
作
品

な
ど
が
あ
る
。

訪
れ
た
佐
佐
木
國
雄
さ
ん

‖
鯖
江
市
‖
は
「
実
際

に
水
墨
画
を
鑑
賞
し
た
の

は
初
め
て
。
と
て
も
心
が
安

ら
ぐ
作
品
ば
か
り
で
言
葉

で
は
言
い
表
せ
な
い
く
ら

い
素
晴
ら
し
か
っ
た
」
と
絶

賛
し
て
い
た
。（

西
出
嵤
平
）

林
林
林
林
林
林
林
林
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